
市民体育館基本設計専門部会 令和７年度報告 

 

令和７年度古賀市スポーツ推進審議会市民体育館基本設計専門部会で挙がった主な課題、意見 

●第１回古賀市スポーツ推進審議会 

 ①現況の市民体育館アリーナが狭小 

 ②観客席が無いため、現況の市民体育館アリーナ周りに応援者がいるとより狭小となる 

 ③新市民体育館のテーマ、コンセプトを検討 

●第２回古賀市スポーツ推進審議会 

 ①現況の市民体育館アリーナよりも広い体育館アリーナ 

 ②新市民体育館の建築高さ 

 ③多目的トイレ設置数の基準 

 ④地下駐車場の検討 

●第３回古賀市スポーツ推進審議会 

 ①現況の市民体育館アリーナよりも広い体育館アリーナ 

 ②目的、用途等のイメージ共有 

 ③新市民体育館の敷地面積拡充の可能性 

※市民アンケート、ワークショップで挙がった主な課題、意見については（別紙３、４）参照 

 

古賀市スポーツ推進審議会で挙がった主な課題、意見、および市民アンケートやワークショップの結果を総合的に鑑み、事

務局において新市民体育館の概要および機能設備を次のとおり考え、今後の新市民体育館基本設計に必要な基礎資料とする。 

                          －１－ 

（別紙２） 



 

概 要 

名  称        古賀市民体育館 

    所  在      古賀市舞の里２丁目５番１号 

    建築面積        １，４２０㎡以上 

    構  造          ２階建て 

    建築高さ        １０～１８ｍ程度 

 

機能設備 

 数  量 単  位            備  考 

アリーナ １０１３．１ ㎡ （別紙５）【アリーナ面積案】のとおり 

空調設備     １ 式 規格能力は今後、検討する 

観客席    ４００ 席 数量は概算であり、個別席・階段席を検討する 

トイレ     ２ 箇所 多目的トイレを含む各階１箇所ずつの２箇所以上 

エレベーター        １ 箇所 障がい者用含む１～２Ｆを結ぶ１箇所以上 

階段     １ 箇所 １～２Ｆを結ぶ１箇所以上 

ロビー     １ 式 数量は設計可能な数量を見込む 

更衣室    ６０ ㎡ 数量は概算、男女ごとに１箇所 

シャワー室    ４０ ㎡ 数量は概算、男女ごとに１箇所 

会議室    ５０ ㎡ 数量は概算、１箇所以上 

器具庫（倉庫）    １００ ㎡ 数量は概算、１箇所以上 

防災倉庫     １ 箇所  
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新市民体育館概要および機能設備一覧 



なお、以下の場合は高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第１５条（国土交通省）に基づき、一定の条件

を付す。 

 

 

 

 

 

●観客席 

 一定数以上（※）の車椅子使用者スペースを設置する。 

 ※観客席が４００以下の場合：２以上、観客席が４００超の場合：当該座席の０．５％以上 

 

●トイレ 

 トイレおよび車椅子使用者便房（多目的トイレ）は各階に１箇所以上、設置する。 

 

●駐車場 

 車椅子使用者専用駐車施設について一定数以上（※）を設置する。 

 ※駐車数が２００以下の場合：駐車数の２％以上、駐車数が２００超の場合：駐車数の１％+２以上 

 

これらの概要および機能設備を鑑み、（別紙７）『千鳥ケ池公園多目的広場区割り案』を作成。 

今後のスケジュールについては次のとおり。 
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延床面積２，０００㎡以上の体育館を建築する場合 
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今後のスケジュール 

工 事 基本設計 詳細設計 予算要求 

審議会 


